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R2-R4 熱中症の地域特性の解析

〇R2-4の研究では県内の暑熱環
境の調査と熱中症救急搬送者数
との関連性について解析

〇県内でも特に暑い地域を把握
したほか、地域により傷病程度
や救急搬送者数が増加するWBGT
に違いがあることが判明



• 研究成果を活用した啓発チラシの作成・公開
• 暑熱環境が厳しい地域（島原地域）において高齢者対象の講話を実施
• 教育センターと連携した教員向け研修の実施

R5 研究成果を活用した普及啓発



R6 熱中症情報ページの開設

掲載内容
・R6救急搬送者数（速報値）
・過去データ取り纏め結果

2011-2023年分
①救急搬送者数の推移
②年齢別
③傷病程度
④発生場所
⑤地域別
⑥WBGTとの関係
⑦死亡者数※

※人口動態統計より

掲載内容（続き）
・啓発チラシ※

※当センター研究関係
・熱中症予防啓発リンク集
・クーリングシェルター情報

https://www.pref.nagasaki.lg.jp/bunrui/kurashi-kankyo/kankyohozen-
ondankataisaku/kikouhendo/heatstroke/

https://www.pref.nagasaki.lg.jp/bunrui/kurashi-kankyo/kankyohozen-ondankataisaku/kikouhendo/heatstroke/
https://www.pref.nagasaki.lg.jp/bunrui/kurashi-kankyo/kankyohozen-ondankataisaku/kikouhendo/heatstroke/


R6 気候変動適応セミナー（熱中症予防関係）

〇国立環境研究所気候変動適
応センター 岡室長から「気
候変動と私たちの暮らしへの
影響」と題しご講演

〇大塚製薬様からは熱中症の
予防と対策に関しご講演
※健康維持・増進等に関する連携協定
（2016～）に基づき講師依頼

〇広報は福祉保健部局と連携
各市町、包括支援センター、
介護福祉関係事業者に周知



令和6年の熱中症救急搬送者数等の状況について

2024年の熱中症救急搬送者数は
過去最多を大幅に更新

口之津

WBGT日最高値で見ると2024年は島原
地域の「口之津」が暑熱環境が厳し
かったことが判明。また、島原地域
の中等症以上の患者は６割超であり、
暑さの影響があると考えられる。

中等症以上63.6％

図の色分けは消防局（本部）の管轄地域
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